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フォンズとは、ラテン語で泉の意味です。とぎれることなく新鮮な情報がお届けできるようにと名付けられました。

２００６年那珂川 ２００７年久慈川 ２００８年里川 ２００９年久慈川

２０１０年里川

２０１１年久慈川

むげんだい

　常陸太田市のフェイスブックに登場した写真をみて驚きました。

里川の堤防に刈り残しの草で「ひとのちから∞」と文字が浮かん

でいます。人づてに聞いたところによると去年も文字が書いてあっ

たとのこと。車で橋を通過するときにはフェンスが邪魔をして文字が読み取れません。この堤防を通って登

校する小学生や、散歩する人など、人から人へ、気持ちがほんわかとなるエピソードとして広まって来てい

たのでした。これを書いたのは誰でしょう？探してみたら…。

　河川の堤防除草を仕事としている常陸建設さんでした。「最初は10年くらい前、常磐線陸橋と留橋の間あ

たりに、『川をきれいに』と作ってみました。ちょっとした遊び心でね」「それから毎年那珂川、久慈川、里

川などで文字を書いてきました。毎年何を書こうかと考えてます」堤防の除草は年に２度ほど。今年も５月

の連休後に第１回目の除草を行った時にこの文字を刈払い機で書いたのだそうです。次の除草はお盆明けか

ら10月頃、その間草が伸びて文字が読めなくなってしまうのを避けるため、10日から半月おきくらいに文

字の部分を刈払い機でメンテナンスを続けているそうです。常陸太田市、いいね

（塩原　慶子）











　








